
P U R P O S E S T O R Y
パーパス（存在意義） ストーリー

お客さまの

「あったらいいな」を超えて、

日常の未来を生みだし続ける。

未来の芽は、いつもお客さまの想いの中に生まれる。

「セブン ‐ イレブンにATMがあったら」

そんなお客さまの想いが私たちを生んだ。

はじめに、お客さまの想い。

それが私たちの原点。

時代とともに

お客さまの想いが変化し、多様化しても、

私たちの姿勢は「変わらない」。

そして、そのために私たちは「変わり続ける」。

「近くて便利」、「信頼と安心」を実現する

ユニークな銀行として、

人と社会を支え続ける新たな取組みへ。

その上で、一人ひとりの暮らしに寄り添い、

金融サービスの枠を超え、

独創的な新しい価値づくりへの挑戦へ。

誰よりもお客さまのいちばん近くで

想いを、望みをともにすること。

テクノロジーと人の力で、常識を跳び超え、

その実現に挑むこと。

そして、あらゆる人にもっと便利な、

日常の未来を生みだし続けること。

私たちセブン銀行は、そのために存在します。
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株主・投資家の皆さまをはじめとしたすべてのス
テークホルダーの皆さまに、環境・社会・ガバナン
スなどの非財務情報が財務情報と統合された当社
の価値創造の姿をより分かりやすく伝えるため、本
レポートの編集にあたっては、IIRC（国際統合報告
評議会）が2013年12月に公表した「国際統合報告
フレームワーク」、および2017年5月29日に経済産
業省が策定した「価値協創のための統合的開示・
対話ガイダンス」を参照しています。

主な報告内容

2022年度の事業活動と今後の取組み、および2022年度決算
発表項目を中心に記載しています。

※ 本誌は銀行法第21条に基づいて作成したディスクロージャー（情報開
示）資料です。くわしい開示項目は141ページをご覧ください。

この統合報告書は、経営理念、業績や事業概況、社会的責任
（CSR）、財務情報等を記載しています。
加えて、持続的成長を支える非財務情報も包括的に記載し、
作成したものです。

発行にあたって

原則2022年4月1日～2023年3月31日

今回の発行：
（統合報告書ディスクロージャー誌2023）2023年7月
次回の発行： 
（中間ディスクロージャー誌2023）2024年1月（予定）

報告対象期間

発行日

編集方針

統合報告書ディスクロージャー誌の位置付け

株主・投資家情報
･決算説明会資料
･株主通信　･決算短信
･FACTBOOK
･有価証券報告書 など

サステナビリティ／ 
ESG情報
･サステナビリティサイト
･ コーポレートガバナンス
報告書

価値創造ストーリー

網羅性

財
務
情
報

非
財
務
情
報

統合報告書ディスクロージャー誌

コーポレートサイト

https://www.sevenbank.co.jp/corp/コーポレートサイト >>>

https://www.sevenbank.co.jp/ir/株主・投資家情報  >>>

サステナビリティサイト  >>> https://www.sevenbank.co.jp/csr/
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さらなる持続的成長と
企業価値の向上を目指し、
パーパスの実現に取組んでまいります
代表取締役社長

松橋 正明

TOP MESSAGE
社長メッセージ

パーパスの浸透と実践 ～全社員との対話を通じて
社長に就任して1年が経ちました。振り返ってみると、社長に就任して1年が経ちました。振り返ってみると、

さまざまな気づきがあり、そこに新たな課題を発見するこさまざまな気づきがあり、そこに新たな課題を発見するこ
ともあれば、当社の強みを再認識することもありました。ともあれば、当社の強みを再認識することもありました。
我々は創業以来22年あまり、お客さまの「あったらいい我々は創業以来22年あまり、お客さまの「あったらいい
な」の想いに応え、常識に捉われることなく常に挑戦を繰な」の想いに応え、常識に捉われることなく常に挑戦を繰
り返し、新しいサービスを生みだし続けてきました。しかり返し、新しいサービスを生みだし続けてきました。しか
し、時代は加速度的に変化しています。我々が、お客さし、時代は加速度的に変化しています。我々が、お客さ
まの期待を超えるサービスを生みだし続けるためには、よまの期待を超えるサービスを生みだし続けるためには、よ
り一層イノベーションが必要です。そのためには、「金融り一層イノベーションが必要です。そのためには、「金融
という枠を超えて、身近にある多様な社会課題に向き合という枠を超えて、身近にある多様な社会課題に向き合
い、その課題解決に貢献したい」という強い想いを持つこい、その課題解決に貢献したい」という強い想いを持つこ
とがとても大切だと考えています。とがとても大切だと考えています。
こうした想いを社員と共有できたらと思い、この1年間、こうした想いを社員と共有できたらと思い、この1年間、

60回近く、毎回6～7人の少人数の社員と「タウンホール60回近く、毎回6～7人の少人数の社員と「タウンホール
ミーティング」を行い、500人以上の社員と対話してきまミーティング」を行い、500人以上の社員と対話してきま
した。その中で、当社のパーパスを具体的に日々の業務した。その中で、当社のパーパスを具体的に日々の業務

にどう反映しているのか聞いてみると、社員からはこちらにどう反映しているのか聞いてみると、社員からはこちら
の想像を超えたアイデアや事例が出てくることが多く、所の想像を超えたアイデアや事例が出てくることが多く、所
属する部門に関係なく、誰もがパーパスの実現を目指し、属する部門に関係なく、誰もがパーパスの実現を目指し、
自分たちの業務で何ができるかを真剣に考えてくれている自分たちの業務で何ができるかを真剣に考えてくれている
ことが伝わってきました。こうした事例を社員全員で共有ことが伝わってきました。こうした事例を社員全員で共有
して刺激にしてほしいということから、2022年度末に「パーして刺激にしてほしいということから、2022年度末に「パー
パスアワード」という社内イベントを実施しました。我こそパスアワード」という社内イベントを実施しました。我こそ
はパーパスの具現化を実践しているという取組みを全部はパーパスの具現化を実践しているという取組みを全部
署から募り、最終審査は全社員投票で決めるという社員署から募り、最終審査は全社員投票で決めるという社員
参加型のコンテストです。全部署・子会社から47の取組参加型のコンテストです。全部署・子会社から47の取組
みのエントリーがあり、全社員投票で上位3組を選出しまみのエントリーがあり、全社員投票で上位3組を選出しま
したが、どれも甲乙つけがたく審査する方も大変苦労しましたが、どれも甲乙つけがたく審査する方も大変苦労しま
した。こうした取組みを通じて、パーパスの理解浸透からした。こうした取組みを通じて、パーパスの理解浸透から
実践フェーズへと進め、全社員がパーパスの実現に取組実践フェーズへと進め、全社員がパーパスの実現に取組
むことで、さらなる成長にしっかりとつなげていきたいと考むことで、さらなる成長にしっかりとつなげていきたいと考
えています。えています。
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TOP MESSAGE
社長メッセージ

2022年度の振返り
2022年度の業績は、連結の経常収益が1,549億円、
経常利益が289億円となり、特に経常収益については過
去最高を記録しました。セブン銀行単体では、経常収益
が1,205億円、経常利益が315億円となり、経常ベース
では連結・単体ともに増収増益となりました。
まず、ATMプラットフォーム事業については、ATM設
置台数は概ね計画どおりとなり、セブン＆アイグループ
以外への設置や地域金融機関の代替ニーズへの対応が
主な要因となっています。また、ATM総利用件数におい
ても約9.8億件となり、1日1台当たりの平均利用件数は

101.5件と久々に100件台へ回復しました。新型コロナ
ウイルス感染症の収束に伴う人流回帰によるところが大き
く、従来の預貯金金融機関による現金の入出金だけでな
く、電子マネーやスマホ決済事業、地域通貨への現金
チャージ、訪日外国人による海外発行カードのご利用の
増加などにも波及しています。
次に、国内リテール事業については、預金口座は275

万5,000口座、残高は5,756億円と、口座数・預金残高
ともに伸長し、さらにローン残高は前年比プラス約25%と
大きく伸びました。個人の消費行動がより活発化してきた
ことやそれに応じたSNSなどでの積極的なマーケティング
活動を展開してきたことによるものと考えています。
そして、海外事業はアジアを中心に拡大が続いていま
す。米国では、少額の現金ニーズに応える与信サービス
の実証実験やATM内の資金運用のさらなる効率化など、
さまざまな取組みを進めております。インドネシアは、

2022年度末（2022年12月末）で5,557台まで設置台数
が伸びており、今後もしっかり採算性を確保しながら、
利益を拡大していきます。フィリピンは、同2,324台とな
り、利用件数も順調に伸びています。また、キャッシュ
リサイクル機（紙幣還流式ATM）を入れている関係でコ
ストがやや高いこともありますが、それを活かした売上金
入金サービスを検証するなど、早期の黒字化を目指して
いきます。

中期経営計画の新たな展開

持続的成長を支える経営基盤の強化

2025年度中期経営計画の達成に向け、3年目となる
今年はちょうど折り返し地点で、いくつかの案件が具現
化してきたと思っています。基幹事業であるATMを進化
させ、さらなる成長領域の拡大を進めることで、国内事
業の多角化を加速していきます。大きな柱となるのは2つ。
一つは、ATMの新たな価値提供となる「あらゆる認証・
手続きの窓口」のサービスです。もう一つが、セブン・
カードサービスの連結子会社化などによるリテール事業
の高度化です。
一つ目のATMの新たな価値提供ですが、現在、さまざ

まな金融機関において、業務効率が今まで以上に求めら
れ、レギュレーション対応が必須となる状況が迫っていま
す。そのため、2019年より実証実験を行ってきた、我々
の第4世代ATMの機能を活用したサービスの提供を、い
よいよ2023年9月より本格的にスタートさせます。すでに

社会インフラとして定着している当社ATMを、本人確認
を伴う諸届や手続きの窓口として活用することで、金融機
関・事業会社の業務効率化だけでなく、お客さまの利便
性や満足度の向上にもお役立ていただけると考えていま
す。当社のATMが「あらゆる認証・手続きの窓口」とな
ることで、「近くて、便利に手続き可能な世界」を実現で
きるように進めてまいります。
二つ目のリテール事業の高度化には、テクノロジーの
進化、フィンテック企業の登場、金融サービスの多様
化、世界的な金融政策の変動などさまざまな金融サービ
スの環境変化が背景にあります。こうした中、従来の垣
根を越えた、「小売×金融」としての新たな体験価値を創
出するため、セブン・カードサービスの子会社化を実施
することにしました。約2,800万人の会員数を誇る7iD会
員データを軸として、バンキング事業・ノンバンク事業の

こうした成長戦略を実践するためには、個人も会社も
成長する組織づくりが何よりも大事だと考えています。当
社をチャレンジフィールドに、全社員にイノベーションマイ
ンドを持ってもらうため、社員の意識改革や人材育成、
エンゲージメントの向上に注力しています。

具体的には、「EX10（エクステン）」。これは自主的なイ
ノベーション活動を推奨するものです。現在の業務に直結
しなくても、将来的な会社への貢献やスキル向上に自分の
業務の10%をあてる制度です。また、「SEVENBANK 

Academia」は自らの挑戦マインドを醸成するもので、外

双方が持つアセットを融合させながら、リアル・デジタル
両面でのマーケティング活動を通じて、購買活動におけ
る決済や与信、小売視点の資産運用など、お客さまの生
活に密着した、「小売×金融」発想の新たなサービスを
提供することを目指します。

 2025年度財務目標については、経常収益は当初予定
であった1,700億円を2,500億円とし、経常利益は350

億円から450億円とします。中長期を見据えた成長投資
と資本効率のバランスを見極め、ROE8%以上、配当性

向40%以上の目標は継続します。主力事業である国内

ATMプラットフォーム事業は、さまざまな機能強化を実
行することで引き続き安定した収益基盤とし、金融サービ
スの領域を拡大する国内リテール事業、さらなる成長が
期待できる海外事業、さらには社会的ニーズが高まる法
人サービスも含め、バランスのとれた事業ポートフォリオ
を構築しながら、2025年度の財務目標の達成に向けて
しっかりと取組んでまいります。

成長戦略を実践するためには、成長戦略を実践するためには、

個人も会社も成長する組織づくりが重要です。個人も会社も成長する組織づくりが重要です。

全社員にイノベーションマインドを持ってもらうため、全社員にイノベーションマインドを持ってもらうため、

社員の意識改革や人材育成、社員の意識改革や人材育成、

エンゲージメントの向上に注力しています。エンゲージメントの向上に注力しています。
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TOP MESSAGE
社長メッセージ

部のコミュニティとつながることや新規事業創出のメソッド
を手に入れる活動になります。これらを含めて、人材・組
織・企業変革を継続していきたいと思います。
一方、「DMO（Data Management Of�ce）」の開設

により、日常的にデータを活用できる土壌づくりとカル
チャーづくりが定着しつつあります。これは現在、200人
以上が参加するコミュニティにまで成長しています。さらに、
「金融データ活用推進協会」へ参画し、AI・データ活用
について外部と連携を深め、スキルセットの習得、個人
の意識改革、ビジネスモデル自体の変革にも取組んでい
ます。また、ビジネス面でも「新規事業創生プログラム（ア
クセラレータープログラム）」を通じ、スタートアップ企業
や異業種との連携を深め、オープンイノベーションを促進

しています。
こうした取組みは、すぐにトップラインとして数字に示す
ことができないのですが、これらの行動自体が我々のカル
チャーであり、パーパスの実現につながっていくものです
ので、こちらも手を抜かず、しっかり推進していきたいと
思います。
私は常々「共感」という言葉を社員に伝えています。
共感は「認知的共感」と「情動的共感」があり、前者
は他人の立場に立って物事を考える、後者は他人の感情
を自分のものとして捉えることで、両者をバランスよく活用
し、「あったらいいな」を超える商品・サービスを生みだ
し新しい未来が生まれることにつながると話しています。

環境・社会のサステナビリティを推進
私は当社の創業時からのメンバーであり、ATMを主軸

としたビジネスモデルで成長してきたこれまでのあゆみに
深く関わってきました。その中で実感していることは、グ
ループ会社をはじめ、提携金融機関・事業会社やATM

の開発、オペレーションに関わる取引企業、さらにオープ
ンイノベーションの協業先など、実に多様なステークホル
ダーにご支援いただきながら現在に至っているということ
です。
当社では、2019年度より、持続的成長の実現に向け

て、5つの重点課題を掲げ、全社的な取組みを推進して
いますが、本業を通じた社会課題の解決には、多様なス
テークホルダーとの協働が欠かせないと考えています。
例えば、「安心・安全な決済インフラの提供」には、

止めないATM運用を支える事業パートナー、「新しい金
融サービスを通じた生活創造」には、ATMでの募金先に
登録していただいた5団体、「環境負荷の低減」では、消
費電力40％削減を実現した新型ATMの開発メーカーや

ATMの約100％リサイクルを実施する事業会社など、さま

ざまな企業と協働しながら、より大きな社会課題の解決
に取組んでいます。
これからも多様なステークホルダーの皆さまとともに、
環境・社会のサステナビリティを軸とした事業活動を実践
し、SDGs達成に貢献してまいります。

私は、当社を「テックスタートアップ」だと思っています。
それは、「過去の成功体験を捨てて、常識を疑い、世の
中を変えていきたい」という想いからです。圧倒的な社会
インフラであるATMを活かし、社会全体のDX化を推進す
るとともに、セブン＆アイグループの国内各店舗に来店さ
れる1日約2,220万人のお客さまに、便利で安全性の高
いユニークな金融サービスを提供したいと思っています。
こうした想いとともに、今回アップデートした中期経営
計画に沿って具体的な戦略を遂行することで、第2の成
長を軌道に乗せ、さらなる持続的成長と企業価値の向上
を目指し、これからも引き続きパーパスの実現に取組んで
まいります。
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